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1　はじめに
　私はさきに「戦前昭和期の地域産業構造の変化　　岡山県と岡山市の場合
一一 i1）・（1）」で，戦前昭和期における岡山県の産業構造の特徴と変化
および岡山市の産業構造の特徴と変化について検討した。そのむすびで私
は，「戦前昭和期の岡山県の産業構造の特徴と変化については，岡山市以外
にも児島郡などさまざまな特徴を持ったいくつかの工業地域があるので，こ
れらについてさらに調査・検討する必要がある」と述べた。本稿はそれに基
づくものであり，いわばさきの拙稿の続編的な内容となっている。ここで検
討する地域とは，岡山県の20の郡市の中の児島郡（1940年では玉野市も含
む），岡山市，都窪郡（1930年以後は倉敷市も含む），浅口郡，和気郡の五つ
の郡市であり，これらは『岡山県統計年報』によれぽ1940年（昭和15）にお
ける岡山県の郡市別の生産総価額で上位5位までを占めていた（鉱工業の生
産価額でも同様に上位5位までを占めていた）主要な産業地域といえる郡市
であった。
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表1　主要郡市別産業別生産総価額の構成
?
主　要　郡　市　名 農　　　　業 蚕　　　　業 畜　産　業 水　産　業 林　産　業 鉱　工　業 合　　　　計
備　　　　考
次 生産総価額順位
岡　山　県 96，785，03425，343，768 4，364，9648，465，8179，559，905197，834，415 342，353，9035位上道郡
一 県内比率（産業別比率） 100．0（28．3）100，0（7．4） 100．0（1．3） 100，0（2．5） 100．0（2．8）00．0（57 7100．0（100．0）6位小田郡??
児　島　郡 9，226，178 47，990 222，8024，078，589 148，35737，909，97251，633，888①
県内比率（産業別比率） 9．5（17．9） 0．2（0．1） 5．1（0．4）48，2（7．9） 1，6（0．3） 19，2（73。4）15．1（100．0）
五 岡　山　市 1，056，771一 501，246 120，101 90β71 45，706，544 47，475，533
?
（ 県内比率（産業別比率） 1．1（2．2）一（一　） 11．5（1．D1．4（0．2） 1．0（0．2）23．1（96．3）13．9（100．0）??
都　窪　郡 8，891，631 39，394 130，165100，374 58，266 32，965，10142， 84，931③
県内比率（産業別比率） 9．2（21．1） 0．2（0．1） 3．0（0．3） 1，2（0．2）0．6（0．1） 16．7（78．1）12．3（100．0）
一 浅　口　郡 7，095，024 169，477264，691 865，681124，645 18，370，28126，889，799④?）
県内比率（産業別比率） 7．3（26．4） 0．7（0，6） 6，1（1．0） 10，2（3．2） 1，3（0．5）9．3（68．3） 7．9（100．0）
和　気　郡 3，211，744 567，330 140，816 1，523，713 2，454，921 4，434，18112，332，705⑪
年
県内比率（産業別比率） 3．3（26．0） 2．2（4．6） 3．2（1．1）18．0（12．4） 25．7（19．9） 2．2（36．0）3，6（100．0）
岡　山　県 53，612，539 15，918，683 3，932，039 5，892，602 5，422，179 131，535，196 216，313，2385位小田郡
一 県内比率（産業別比率） 100．0（24．8）100．0（7．4） 100．0（1．8） 100，0（2．7） 100，0（2．5）00．0（60 8100．0（100．0）6位苫田郡（津山市含）
九 児　島　郡 4，963，353 58，703 250，7753，185，464 157，552 29，253，82437，869，671①
三 県内比率（産業別比率） 9．3（13．1） 0．4（0．2） 6．4（0．7）54，1（8．4） 2．9（0．4） 22．2（77．2）17．5（100．0）
○ 岡　山　市 597，928 945，330 419，527142，287 214，06530，347，17432，666，311②
（ 県内比率（産業別比率） 1．1（　1．8） 5．9（2．9） 10．7（1．3） 2．4（0．4） 3．9（0．7）23．1（92．9）15．1（100，0）
昭 都窪郡〔倉敷市含〕 4，924，846 62，408 120，634 112，75047，45120，380，625 25，648，743③?
県内比率（産業別比率） 9，2（19，2） 0．4（0．2） 3．1（0．5） 1．9（0．4）0，9（0．2） 15．5（79．5）11，9（100．0）
五 浅　口　郡 3，781，946 278，297 392，718 581β34 55，879 10，379，372 15，469，846④
） 県内比率（産業別比率） 7，1（24．4） L7（1．8）10．0（2．5） 9．9（3．8）1．0（0．4） 7．9（67．1） 7．2（100．0）
年 和　気　郡 L563，144 352，513 91，763 702，484 913，561 3，476，6117，104，076⑪
県内比率（産業別比率） 2．9（22．0） 2．2（5．0） 2．3（　1．3） 11．9（9．9）工6．8（12．9） 2，6（48．9） 3．3（100．0）
??
???
岡　山　県 83．893β2016，734，7104，534，0275，020，9188，753，739 217，487，378336，424，0925位小田郡
??県内比率（産業別比率） 100．0（24．9）100．0（5．0）100．0（1．3）100．0（1．5） 100．0（2，6）100．0（64．7）100，0（100．0）6位後月郡
児　島　郡 7β72，941 52，480 228，7282，674，586 144，48951， 04，820 62，878，044①
三 県内比率（産業別比率） 9．4（12，5） 0．3（0，1） 5，0（0，4） 53，3（4．3） 1．7（0．2） 23．9（82，5）18．7（100，0）
五 岡　山　市 1，957，121 1，390，921440，780 159，590 197，30544，295，539 48，439，256③
（?県内比率（産業別比率） 2．3（4．0） 8．3（2．9） 9．7（0．9） 3．2（0．3）2．3（0，4）20．4（91．4）14．4（100，0）
都窪郡〔倉敷市含〕 7，773，821 75，091 293，905 8LO39 70，85340β81，09849，175，807②
和
県内比率（産業別比率） 9．3（15．8） 0．4（0．2） 6．5（0．6）1．6（0．2） 0．8（0．1）18，8（83、1）14．6（100．0）
一 浅　ロ　郡 5β02，222 189，823 383，852 603，65586，255 17，574，80324．640β10④??
県内比率（産業別比率） 6．9（23．5） 1．1（0．8） 8．5（1，6）12．0（2．4） 1．0（0．4） 8．1（71，3） 7．3（100，0）
和　気　郡 2，568，409 259，441 103，326 388，592L763，7467，987，50713，071，021⑦
年
県内比率（産業別比率） 3．1（19．6） 1．6（2．0） 2，3（0．8）7．7（3．0） 20．1（13．5） 3，7（61，1）3．9（100．0）
岡　山　県 150．858β1024，752，17612，845，862 9，716，589 26，756，235 413，299，065 638，228，5376位小田郡
一 県内比率（産業別比率） 100．0（23．6）100．0（3．9） 100，0（2．0）10 ．0（L5）100，0（4．2）100．0（64，8）10σ．0（100，0）7位苫田郡（津山市含）
九 児島郡〔玉野市含〕 12，917，973 58，671 480，8424，458，570 320，64799，636，262 117，872，965①??
県内比率（産業別比率） 8．6（11．0） 0．2（0，0） 3．7（0．4）45．9（3，8） 1．2（0．3） 24．1（84，5）18，5（100．0）
岡　山　市 3，608，5332，190，2201，287，862 408，774 243，99778，328，349 86，067，735②
（?県内比率（産業別比率） 2．4（4，2） 8．8（2．5） 10．0（1．5）4．2（0．5） 0．9（0．3）19．0（91．0）13．5（100，0）
都窪郡〔倉敷市含〕 15，965，725 100，349 452，661 202，944 150，802 56，417，509 73，289，990③
和 県内比率（産業別比率） 10．6（21．8） 0．4（0．1） 3．5（0。6）2，1（0．3） 0．6（0，2）13．7（77，0）11．5（100，0）
一 浅　口　郡 11，365，075 134，9431，4 0，893 1，293，155262，65639，147，767 53，625，489④?）
県内比率（産業別比率） 7．5（21．1） 0．5（0，3） 1L1（2．7）13．3（2．4） 1。0（0．5）9．5（73．0） 8．4（100．0）
科　気　郡 3，834，629 224，032 215，09693，4893，009，91936，203，971 44，481，136⑤
年 県内比率（産業別比率） 2，5（8．6） 0．9（0，5） ユ．7（D．5） 10．2（2．2）ユユ，2（6．8） 8．8（8ユ，4） 7、0（ユ00，D）
注）1．五つの郡市は1940（昭和15）年の生産総価額での順位（鉱工業生産価額も同じ）の上位5位までのもの。
　　2．単位は円，％である。
出所）各年次の『岡山県統計年報』
?????
?
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2　産業別・工業製品別生産価額の構成と変化
　表1は主要郡市別の産業別生産総価額の構成を1925年（大正14）から1940
年（昭和15）にかけて5年毎に見たものである。備考の欄で明らかなように
戦前昭和期の岡山県においては，児島郡・岡山市・都窪郡・浅口郡の4郡市
は岡山県の20の郡市の中で常に生産総価額の上位4位までを占め，しかもそ
れらを合計した比率は1925年の49．2％，1930年の51．7％，1935年の55．0％，
1940年の51．9％に見られるように県全体の半分に達していた。この四つの郡
市に続くものとしては上道郡・小田郡・苫田郡（津山市も含める）・後月郡・
和気郡などがあり，この期間全体を通じて第5位の郡というべき位置に最も
近かったのは小田郡であったが，ここでは戦時期における工業を中心とした
産業構造の変化を最も典型的にあらわしている郡という点から第5位の郡と
しては和気郡を選んだ。和気郡の生産総価額は1925年と1930年では20の郡市
の中で第11位でしがなかったが，1935年には第7位にまで上昇し，ついに
1940年には第5位を占めたのであった。この和気郡の躍進の最大の原因と
なったのがこの期間に生産価額で8倍以上に増加した鉱工業の急成長であ
り，しかもその鉱工業の中でも特に煉瓦（耐火煉瓦）の急速な増加であった
ことは，主要工業製品の生産価額の順位を示した次の表2で確認されること
になる。
　ところでこの時期のr岡山県統計年報』にはいくつかの問題点があり，次
の表2でも述べるが，さしあたりここでは以下のことを述べておこう。岡山
県の産業別生産総価額の中で1％前後を占めていた鉱業が1940年には工業と
合算されてしまっていることは本稿ではそれほど大きな影響がないと思われ
るが，生糸など製糸業の生産物が蚕業に，製塩業の生産物の食塩が水産業
に，角材など製材業の生産物である加工用材が林産業にそれぞれ主要生産物
としてふくまれていて，工業の生産物には含まれていないことは，産業別の
構成比率にもかなり大きな影響を与えるものとおもわれる。工業については
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繰り返し述べているように次の表2で検討するので，ここではそれ以外の産
業の部分を中心に郡市別に検討しよう。
　まず，岡山県の主要郡市別の産業別生産総価額の構成を示した表1でこの
期間一貫して第1位にあった児島郡は，鉱工業のみならず農業や水産業（特
に水産業では県全体の半分くらいを占めていた）でも第1位にあることが多
く文字通り岡山県の最大の産業地域であった。つぎに，畜産業や蚕業では県
内での比率が比較的大きかったとはいえ絶対額ではそれほど大きくなく農業
は他の郡市よりも著しく小さかったので，岡山市は常に90％以上を占めてい
た鉱工業（特に工業は前半ではむしろ児島郡よりも大きかった）が主力と
なった産業地域であった。そして，都窪郡は農業では児島郡に引けを取らな
かったが，水産業はいうまでもなく鉱工業で差を大きくつけられていた。さ
らに，浅口郡の場合も農業ではそれほど大きな差ではなかったが，鉱工業で
は2倍以上と大差があった。さいごに，水産業と林産業では他の郡市に見劣
りはしなかったが，和気郡は農業で岡山市を除く他の郡市の半分以下しかな
く，また後半を別とすれば鉱工業でも大きな差があった。つまり，和気郡は
後半の工業の急速な成長がなかったら，岡山県の20の郡市（ここでは岡山市
以外の市についてはもともとそれが属していた郡と一緒にして考えている）
の中で主要な産業地域の一つとして検討されることはなかったといえるので
ある。
　岡山県全体の産業別の生産価額構i成を見ると，鉱工業が1925年から1940年
にかけて57．7％，60．8％，64．7％，64．8％としだいに比率を増加させ，農業
は逆に28．3％，24．8％，24．9％，23．6％としだいに比率を減少させているこ
とがわかる。その両者につぐ生産価額を示していた蚕業は1935年から正確に
は5％を割っていくことになるので，ここでは鉱工業と農業とで岡山県の主
要郡市の産業構成の特徴と変化を見ておこう。産業別の生産価額構成では五
つの郡市のいずれも（最も高かった浅口郡や鉱工業の発達の遅れていた和気
郡も含めて）が，農業の構成比率は常に岡山県全体の農業の構成比率を下
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表2　主要郡市別主要工業製品生産価額順位
?
備　　考
郡　市　名 第　　1　位 第　　2　　位 第　　3　　位： 第　　4　　位 第　　5　　位 第　　6　　位第　　了　　位 鉱工業生産? 価額願位
岡　山　県 紡績綿糸 織　　　物 清　　　酒 生　　　糸 足　　　袋 機械製麦粉 花むしろ・ござ 8位撚糸絹糸
生産価額 44，464，208 39，491，69D 13，718，5169β56，412 8，219，827 6β68，647 6，346，3729位取卸薄荷（県内比率） （100．0） （100．0） （100，0） （100．0） （100．① （100．0） （1⑪G．0）
一 児　島　郡 織　　物 紡績綿糸 造　　　船 食　　　塩 足　　　袋 肥　　　料 清　　　酒
②19．2罵
生産価額 10β43，936 6，405，257 2，925，3612，896，846 2，729，568 2，617，909 2，047，600九 （県内比率） （26．2） （14．4） （93，6） （79．9） （33．2） （67．4） （14．9）??
岡　山　市 織　　　物 紡績綿糸 機械製麦粉 撚糸・絹糸 足　　　袋 菓　子　類 印刷製本 ①23．1％
生産価額 9，131，092 7，509，757，929，500 4，342，566 2，302，879 1，698，321 1，593，733?
（県内比率） （23．1） （16．9） （93．1） （69．7） （28．0） （55．6） （85．1）
都　窪　郡 紡績綿糸 織　　　物 畳　　　表 足　　　袋 花むしろ・ござ 清　　　酒 取卸薄荷 ③16．7％?
生産価額 17，210，459 7，050，145L928，780 1，789，328 1，686，137652，800 359，730（県内比率） （38．7） （17．9） （58．0） （21．8） （26．6） （4，8） （6，9）?
浅　口　郡 紡績綿糸 清　　　酒 花むしろ・ござ 真田紐類 足　　　袋 醤　　　油 乾燥麺類 ④9．3％
年 生産価額 7．969β59 2β46，300 1，767，572 L348，879 1，034，000 645，920 572，975（県内比率） （17．9） （17．1） （27．9） （61．9） （12．6） （12．7） （30．2）
和　気　郡 煉　　　瓦 取卸薄荷 清　　　酒 石　　　筆 帽　　　子 菓　子　類 石　　　粉 ⑨2．2％
生産価額 1，755，401 536，500 459，420 198，500 176，514 王44，500 139β54
（県内比率） （98．6） （10．3） （3，3） （100．0） （31．6） （4．7） （83．4）
岡　山　県 織　　　物 ※紡績綿糸 清　　　酒 生　　　糸 加工用材 撚糸・絹糸 肥　　　料 8位花むしろ
生産価額 27，84L36122．089β441L149，6158，010，220 4β09，365 4，263，547 4，184，634ござ
（県内比率） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） （100．0） 9位醤油
児　島　郡 織　　　物 造　　　船 鉄工器具機械 肥　　　料 食　　　塩 撚糸・絹糸 足　　　袋 ②22．2％
一 生産価額 8，545，147 2，77了，078 2，746，695 2，440，1092，42L378 L449，7451，382，931
九 （県内比率） （30．7） （94．7） （79，5） （58．3） （79．1） （34．0） （38．3）
三 岡　　山　市 織　　　物 加工用材 撚糸・絹糸 機械製麦粉 印刷製本 菓　子　類 足　　　　袋 ①23．1鬼
○ 生産価額 6，248，019 2，459，1702β07，337 2，063，680 L693，796 1，185，517 779，618
（ （県内比率） （22，4） （51．D （54，1） （85．5） （8L2） （57．1） （21．6）昭 都窪郡〔倉敷市含〕 織　　　物 ※人造絹糸 花むしろ・ござ 畳　　　表 足　　　　袋 清　　　酒 醤　　　油 ③15．5％
和 生産価額 4．664453 2，197，029 1，628，329 1，116，685 747，296 588，800 333，400
五 （県内比率） （16．8） （100．0） （40，3） （64．7） （20．7） （5．3） （9．2）
） 浅　口　郡 清　　　酒 花むしろ・ござ 足　　　袋 真田紐類 乾燥麺類 食　　　塩 醤　　　油 ④7．9％?
生産価額 2，037，490 844，950 615，576 409，632 333，033 310，327 305，562
（県内比率） （18．3） （20．9） （17．0） （53．2） （34．7） （10．1） （8．4）
和　気　郡 煉　　　瓦 清　　　酒 ゴム製品 陶　磁　器 醤　　　油 土　　　管 石　　　粉 ⑧2．6％
生産価額 2，016，876 343，280 174，300 164，30D 89，975 87，825 74，564
（県内比率） （98．0） （3．1） （16．3） （80．5） （2．5） （89．6） （85．9）
岡　山　県 織　　　物 ※紡績綿糸 ※人造絹糸 清　　　酒 洋　服　類 生　　　糸 造　　　船 8位煉瓦
生産価額 47，517，4244LglO，25811，310，00010，821，98010，506，156 9，376，612 7，580，1739位鉄工器具（県内比率） （10D．O） （100．0） （100．0） （100．0） （1DO．0） （100．0） （100．0） 機械
??
???
児　島　郡
ｶ産価額i県内比率）
織　　　物
P5，503，248
@（32．6）
洋　服　類
@8，874，674
@（84．5）
造　　　船
@7，326，575
@（96．7）
鉄工器具機械
@4，146．087
@（74．4）
肥　　　料
@2，907，289
@（54．2）
食　　　塩
@1，724，321
@（79．5）
清　　　酒
@1，195．061
@（11．0）
①23．9％
岡　　山　市
ｶ産価額i県内比率）
織　　　物
@8β19，039
@（18．6）
機械製麦粉
@4，201，390
@（89，9）
撚糸・絹糸
@3，440，905
@（65．5）
　飴
Q，353，750
i99．5）
印刷製本
@2，050，570
@（78．4）
菓　子　類
@1，5】7，735
@（6L3）
ゴム製品
P．257β11
i88．9）
②20．4箔
????（????）?
都窪郡〔倉敷市含〕
@生産価額@（県内比率）
※人造絹糸
PL310，000
@（100．0）
織　　　物
@7，245β50
@（15．2）
花むしろ・ござ
@2，671，378
@　（48．7）
畳　　　表
@2，382，111
@（66．0）
紙　製　品
@916，000
@（58．6）
清　　　酒
@446，415
@（4．1）
醤　　　油
@280，150
@（9．9）
③18．8％
浅　口　郡
ｶ産価額i県内比率）
清　　　酒
@2，670，564
@（24．7）
足　　　袋
@803，948
@（31．2）
花むしろ・ござ
@　788，134
@　（14．4）
乾燥麺類
@470，259
@（39．5）
醤　　　油
@287，137
@（10．2）
真田紐類
@281，980
@（53．7）
食　　　塩
@222，046
@（10．2）
④8．1％
和　気　郡
ｶ産価額i県内比率）
煉　　　瓦
@6．376，844
@（95．6）
清　　　酒、
@343，520
@（3．2）
石　　　粉
@201，059
@（100．0）
陶　磁　器@19L700
@（86．7）
鉄工器具機械
@　142，870
@（2．6）
造　　　船
@　96．000
@（L3）
加工用材
@　67，320
@（L6）
⑦3．7鬼
岡　山　県
ｶ産価額i県内比率）
織　　　物
T6，292，938
@（100．0）
洋　服　類
R0，178，839
@（100．0）
※煉　　瓦
Q6，320，929
@（IOO．0）
△紡績綿糸
Q4，527，042
@（100．0）
※人造絹糸スフ
@ 2，816，128
@（100．0）
鉄工器具機械
@19，655．150
@（100．0）
※造　　船
P7，038，777
@（100．0）
8位花むしろ
ｲざ
X位加工用材
児島郡〔玉野市含〕
@生産価額@（県内比率）
洋　腺　類
Q2，439，691
@（74．4）
織　　　物
P6233，576
@（28．8）
※造　　船
P6，000，000
@（95，0）？
鉄工器具機械
@13，744，594
@（69．9）
工業用薬品
@ ，036，077
@（36．8）
肥　　　料
@L956，192
@（27．5）
清　　　酒
@1．734，900
@（12．2）
①24．1％
V位食塊
岡　山　市
ｶ産価額i県内比率）
織　　　物
P2，048，411
@（2工．4）
機械製麦粉
@8，548．479
@（77．0）
△紡績綿糸
@3，940，946
@（ユ6，1）
洋　服　類
@3，593，186
@（11．9）
菓　子　類
@3，132，965
@（65．4）
※人造絹糸スフ
@3，500，000
@（ユ5．0）？
　飴
Q，327，034
i97．6）
②19．0％
W位鉄工器具
@械
????（????）?
都窪郡〔倉敷市含〕
@生産価額@（県内比率）
※人造絹糸スフ
@12．000．000
@（55．0）？
花むしろ・ござ
@1 ，990，716
@　（65．5）
△紡績綿糸
@9，891，563
@（40．3）
織　　　物
@8，42L614
@（15．0）
畳　　　表
@7，590β24
@（82，5）
メリヤス製品
@1，242，732
@（71．6）
西　洋　紙
@1，222，378
@（19．9）
③13．7％
W位農具類
浅　　ロ　郡
ｶ産価額i県内比率）
△紡績綿糸
@8，139，191
@（33．2）
※人造絹糸スフ
@7，000，DOO
@（30．0）？
花むしろ・ござ
@3，035，679
@（18．1）
清　　　酒
@2，692，700
@（18．9）
洋　服　類
@2，503，470
@（8．3）
乾燥麺類
@2，481，4ユ5
@（47．5）
足　袋　類
@1，812，467
@（35．7）
④9．5％
W位鉄工器具
@械
和　気　郡
ｶ産価額i県内比率）
※煉　　瓦
Q5，000，000
@（95．0）？
加工用材
@964，515
@（6．2）
鉄工器具機械
@　729．090
@　（3．7）
清　　　酒
@610，960
@（4．3）
石　　　粉
@571，793
@（73．8）
陶　磁　器
@261，813
@（70．2）
蕎　製　品
@172，883
@（7．7）
⑤8．8％
W位弁柄
注）1．五つの郡市は！940（昭和15）年の生産価額総額での順位（鉱工業生産価額でも同じ）0上位5位までのもの。
　　2．※印はr岡山県統計年報』に掲載がなく，r工場統計表』やぼ工業統計表』で補足したものであり，郡市別記載がない
　　　　もの。
　　3．△印は紡織兼営工場分の紡績綿糸が含まれていないもの。
　　4．右欄の比率は各年次の鉱工業生産価額（単位：円）の県内比率（％）である。
出所）各年次のr岡山県統計年報』，一部をr工場統計表』またはr工業統計表』で補足。
???
??
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回って推移していた。それに対して鉱工業の構成比率では，前半の和気郡を
別とすればやはり五つの郡市のいずれもが岡山県の鉱工業の構成比率を上
回って推移していた。そういった点からいえば，農業生産の増加もたしかに
主要な産業地域であることの条件の一つであったかもしれないが，何といっ
てもこの時期の岡山県の主要な産業地域としてこれらの五つの郡市を支えて
行ったのは，鉱工業（特に工業）生産の増加であったといえるであろう。
　つぎに，主要郡市別の主要工業製品の生産価額の順位を示した表2に基づ
いてこの時期の工業生産の特徴と変化について見ておこう。この時期の『岡
山県統計年報』にはさきに述べたことに加えて，人造絹糸とステープル・
ファイバーの生産価額がまったく掲載されていないこと，1930年以後紡績綿
糸は紡織兼営工場分を含んでいないこと，1940年では造船と煉瓦と食塩の生
産価額が示されていないことなどの問題点があり，このため表2ではこの時
期の『工場統計表』または『工業統計表』を用いて補充するとともに，必要
とされる部分は推測で補足しておいた。
　はじめに岡山県全体での主要工業製品の生産価額の順位を見ておくと，
1925年と1930年では圧倒的に紡織工業製品と食料品と農産加工的製品が上位
にあったが，1935年と1940年になると煉瓦・人造絹糸スフ・鉄工器具機械・
造船など重化学工業関連製品と新しい裁縫品である洋服類が急速に上位に進
出し，織物と紡績綿糸を除いて清酒・生糸・足袋・撚糸絹糸・機械製麦粉な
ど軒並みに大きく順位を下げていた。1935年以後急速に上位に進出した主要
工業製品は生産価額がすべて一つ（1940年の人造絹糸・スフのみは三つの郡
市の三つの事業所で生産されていたが）の郡市に圧倒的に集中していたとい
う特徴があったが，その前まで上位を占めていた主要な工業製品の大抵のも
のはどこか特定の一つの郡市に生産価額の過半数が集中していることは少な
かった（機械製麦粉と紡績絹糸を中心とする撚糸・絹糸の岡山市への集中は
大規模事業所の存在によるむしろ例外的な現象であったといえよう）。1935
年以後も上位に残った織物と紡績綿糸についてみると，岡山市・都窪郡の二
一56一
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つの郡市では両者とも上位を占め続けていたが，児島郡では紡績綿糸が上位
に無くなっていたし，浅「］郡では織物が一貫して上位に無かったほか，1940
年に第5位を占めた和気郡では両者とも上位に無かった。つまりそれでも岡
山県全体で上位にありうる程広域に展開していたわけである。
　児島郡が岡山県全体の生産価額の過半数を占め続けた代表的な工業製品は
造船・食塩・鉄工器具機械であり，前半にその状態にあった肥料（化学肥
料）がシェアを縮小していったのに対し後半では洋服類が急成長して児島郡
を代表する主要工業製品の位置についた。岡山市の代表的な工業製品は機械
製麦粉・撚糸絹糸・菓子類・印刷製本・加工用材・飴・ゴム製品などであっ
たが，機械製麦粉と菓子類以外は順位の変動が目立っていた。都窪郡の代表
的な工業製品としては畳表・人造絹糸・紙製品・メリヤス製品があったが，
花むしろ・ござもしだいにその状態になっていった。浅口郡の代表的な工業
製品としては真田紐類があげられるが，乾燥麺類もだんだんとその状態に近
付いてきた。和気郡の代表的な工業製品といえば何といっても煉瓦（耐火煉
瓦）であったことは明らかであるが，石筆・石粉・陶磁器・土管なども同様
であった。これらの代表的な工業製品は一つの郡市で岡山県全体の生産価額
の過半数を占めていたものであったが，25％以上で見ておくと，児島郡の織
物・足袋・撚糸絹糸，岡山市の足袋，都窪郡の紡績綿糸，浅口郡の花むしろ
ござ・足袋，和気郡の帽子などが比較的集中していた主要工業製品であっ
た。
　表2の五つの主要郡市のいずれにおいても岡山県全体の場合と同様に，紡
織工業製品・食料品・農産加工的製品の順位の後退傾向が見られ，重化学工
業関連製品と洋服類の順位が上昇しているが，和気郡のように当初から煉瓦
が最上位にあった場合にはその比重がなお決定的に大きくなるとともに鉄工
器具機械も上位に登場している。それらを通じてこの五つの主要郡市の鉱工
業の生産価額の合計が岡山県全体で占めている比率を見ておくと，1925年が
70．5％，1930年が71．3％，1935年が74．9％，1940年が75．1％としだいに大き
一57一
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表3 県外移出入品種別価額の推移
品　　種　　名 1925年移出 1925年移入1930年移出 1930年移入1935年移出 1935年移入 1937年移出1937年移入
総　　　　　　額 237，383，545 199，073，342 175，346，308 169，529，923236，545，615 255，726，217 254，707，974 271，138，359
穀物及果実，野菜類 33，741，83124，465，05718，158，52512，424，03824，967，22312，987，1530，120，66412，902，588
うち　　　　米 23，904，13412，662，68510，447，4203，837，869 15，615，727 4，779，559 16，778，921 5，865，687
小　　　麦 3，665，673 3，058，532 2，379，9632，334， 35 4，230，109 1，051，496 8，318，865706，012
裸　　　麦 2，538，263 3，737，794884，8082，547，244 985，507 1，331，964 1，468，557 1，865，857
水　　　　産　　　　物 8，454，6759，200，8395，275，68012，299，273 8，603，659 14，278，199 9，265，710 16，016，390
うち　　生　　　魚 2，035，349 5，566，853 2，018，5175，709，363 4，660，604 6，702，193 3，993，943 9，827，572
塩　干　魚 1，163，3052，762，829 929，6703，170，105 1，007，767 5，862，905 1，580，705 4，417，295
食　　　塩 4，836，280 468，8971，973，917工，848，075 2，403，532 322，1193，316，191 589，851
飲　　　　食　　　　物 15，988，21013，479，36410，477，1407，073，108 12，159，003 11，672，096 14，000，578 13，038，441
うち　　　清　　　酒 5，972，626 3，205，566 3，345，043875，7104，355，4201，243，9584，479，765 1，341，779
砂　　　糖 254，8194，048，638 83，704 2，745，570 196，6273，020，875 222，1933，652，081
織　物　及　同　製　品 24，304，33719，316，17317，170，82710，388，03135，980，64517，832，19057，595，87221，071，745
うち　絹布及同製品 679，821 3，977，900 486，3042，982，181 929，2944，607，283 1，401，596 5，087，881
綿布及同製品 20，861，09514，483，189 15，602，451 5，827，52432，789，19410，672，645 51，859，028 13，079，205
糸　類　及　綿　類 61，356，7125LO48，69729，609，35425，780，85137，930，62368，89了，7G744，237，60163，475，6G8
うち　　生　　　糸 14，518，338 338，26011，184，318 24，782 8，234，082 17，119 9，683，516 11，606
綿　　　糸 34，323，6958，930，676 12，610，8029，200，71425，313，90214，106，17526，645，70710，971，687
繭 10，650，92613，202，4002，086，4104，442，620 1，625，4777，708，062 354，628 1，122，579
繰　　　綿 783，04325，856，066 179，96911，021，894 563，96429，640，245 272，4536，738，568
金属及金属製品 18，966，19317，246，2505，573，2968，962，924 9，378，21224，076，6228，340，586 36，145，163
うち　　　　銅 4，429，τ60 3，927，604 129，870 536，696 153，4716Q2，525 72Q，4681，244，495
鐡 342，723 1，937，935 115，000 1，409，5211，623，019 1，968，454 1，926，045 11，425，560
金属製器具機械 11，603，5037，17ア，264 4，445，9085，998，892 6，359，04213，568，409 3，870，680 11，221，569
??
??
編　物　及　原　料
@　うち　　花　　　莚
@　　　　　　　　畳　　　表
@　　　　　　　　莫　　　蕗
@　　　　　　　　真　田　紐
14，720，043
Q，933，117
S，135，020
Q，831，015
R，509，611
129，727
@　6，895
T1，822
@　1，650
@　5，620
11，142，998
U，113，008
P，714，467
P，487，900
P，271，042
205，512
@　6，304
P58，764
@　7，571
@　3，196
9，118，729
P，887，313
S，482，152
P，763，180
@　311，485
173，835
@　　608
P41，723
@　　532
@9，467
10，607，885
P，946，370
U，073，643
P，220，112
@　542，374
192，108
@　1，123
P41，667
@　2，277
@　4，457
油　類　及　燃　料
@　うち　　石　　　炭
@　　　　　　　　木　　　炭
3，773，174
@　82，646
P，867，754
9，752，539
U，442，799
@　539，208
2，252，686
@　120，860
P，188，035
13，157，964
W，319，857
@　383，627
2，668，272
@　163，227
@　831，822
18，378，817
P2，769，400
@　490，493
2，709，434
@　257，758
P，062，720
26，002，407
P6，876，097
@　248，697
肥　　　　　　　　　料
@　うち　　大　豆　粕
@　　　　　　　　人造肥料
4，443，341
@　386，542
R，353，837
9，868，839
R，714，042
R，108，320
5，485，437
@　817，232
R，874，801
13，566，055
Q，888，377
T，390，583
6，827，227
@　638，230
T，480，600
17，680，100
S，193，296
U，543，703
8，845，417
@　834，431
V，311，756
22，008，374
S，946，344
P0，751，294
家　畜　（牛　な　ど） 8，193，645 9，207，855L820，592950，780 2，815，715 1，297，208 2，687，420 1，324，760
家　禽　（卵　な　ど） 579，592 20，315 892，002
???，???
1，218，995 58，705 2，385，065 81，068
其　ノ　他　雑　品
@　うち　　和洋雑貨
@　　　　　　　　洋　　　紙
@　　　　　　　　薬　　　種
@　　　　　　　　煉　　　瓦
@　　　　　　　　煙　　　草
@　　　　　　　　足　　　袋
@　　　　　　　　材　　　木
@　　　　　　　　鉱　　　石
42，851，792
P，474，933
Q，377，431
T，043，657
P，983，788
P0，621，917
T，014，329
P，501，692
T，452，709
35，337，687
R，369，860
P，788，854
Q，728，901
@　223，354
W，377，855
@　　198，425
S，049，659
P，153，556
67，487，771
@　878，648
I，790，869
P，790，598
S，312，085
P2，320，288
Q，074，502
P，492，473
R，591，690
64，672，954
R，073，605
P，198，933
Q，455，678
@　　141，553
P2，941，847
@　　163，822
S，216，129
P，711，819
84，877，312
P6，796，279
P，368，118
R，245，500
V，407，503
P3，954，166
@　885，107
P，726，369
V，156，432
68，393，585
X，268，407
R，683，580
T，996，885
@　　229，734
W，410，294
@　　164，625
T，635，893
P，722，736
63，911，741
P，089，132
P，662，052
P，888，101
P5，48G，419
W，174，994
P，012，069
R，904，285
W，976，748
58，879，707
V，522，333
Q，066，947
R，591，874
@　490，199
@　87L332
@　　174，559
U，667，159
S，630，637
注）各項のうち品目は主要なもののみである。単位は円。1940年は不明で1937年を記した。1937年は宇野港での貨車航送による
　ものが不明により除かれている。
出所）各年次のr岡山県統計年報』。
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くなりついに全体の四分の三を占めるまでになっていったのである。つまり
岡山県の20の郡市の中でこの五つの県南部の郡市が県全体の四分の三という
圧倒的な部分の鉱工業生産価額を集中していた，あるいは和気郡を除くと県
南部中央部分の僅か四つの郡市で岡山県の鉱工業生産価額の7割近く（68．3
％，68．7％，71．2％，66．3％）を集中していたという，顕著な鉱工業（主に
工業）生産の集中性が戦前昭和期の岡山県の地域産業編成には見られていた
のであった。
3　商品種類別県外移出入価額の構成と変化
　表3は鉱工業の製品・原料以外の生産物も含んだ主要な商品生産物の岡山
県外との移出・移入の推移を示したものである。1938年以後が不明のため
1937年（昭和12）を掲載したが，1937年も宇野港での貨車航送によるものが
除かれているために不完全であること，1930年が昭和恐慌のために大きく低
下していることなどの問題があり，全体として正確な傾向を見出すことは不
可能かもしれない。しかし，各商品毎のおおよその増減の傾向とか，特に移
出型か移入型かという各商品の性格については明確に顕れている。そして表
4は各年次の移入・移出の総額を100％として各商品部門の合計と特に重要
な商品の価額の構成比率を見たものであり，相対的な比重の変化を知ること
ができる。
　岡山県から県外に移出されていることが明確な商品生産物は米・食塩・清
酒・綿布及び同製品・生糸・綿糸・花むしろ・畳表・ござ・真田紐・木炭・
家禽（卵など）・煉瓦・足袋・鉱石などであり，特に花むしろから真田紐ま
での編物及び原料類や生糸・家禽・煉瓦・足袋（前半期の）などは移出価額
が移入価額の十倍以上という状態にあった。県外から岡山県に移入されてい
ることが明確な商品生産物は生魚・塩干魚・砂糖・絹布及び同製品・繭・繰
綿・鉄・石炭・大豆粕・材木などであり，特に砂糖・繰綿・石炭などは移入
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価額が移出価額の十倍以上という状態にあった。また，これらの商品生産物
ほどはっきりはしていなかったが，小麦・家畜・煙草のようにしだいに移出
型といってよい状態になったものや，裸麦・和洋雑貨のように移入型に含め
たほうがよさそうなもの，それに銅・金属製器具機械・人造肥料・洋紙・薬
種のように移出型から移入型に変わりつつあったものもあった。
　移出・移入の総額に対する各商品生産物部門と重要商品生産物の価額の比
率の表4で特に変わった傾向は見られなかったが，穀物及び果実，野菜類の
移入価額の比率がしだいに縮小していったことや，金属及び金属製品や油類
及び燃料，それに肥料の移入価額の比率は拡大傾向であること，移出価額の
比率が拡大していったのは綿布及び同製品を中心とする織物及び同製品と人
造肥料を中心とする肥料，そして煉瓦が挙げられることなどは注目しておい
てよい。こうした商品生産物の移出・移入価額の相対的な比重の変化や移出
型ないし移入型という性格の基礎や変化には，地域毎の商品生産物の移出・
移入を明確に示した資料がこの時期の『岡山県統計年報』には掲載されてい
ないが，すでに表1および表2で見たような鉱工業を中心とする岡山県の産
業発達と構成変化がかなりはっきりと反映していると考えてよいのではない
か。
　つぎに表5では各郡市内の駅・港での移出・移入価額を合計した主要郡市
別の県外移出入価額の推移について見ておこう。表3と同じように宇野港で
の貨車航送によるものが除かれていたことより，1937年（昭和12）は児島郡
の移出・移入価額が半減状態になりそれ以外の郡市の比率が相対的に大きく
表れているという問題がある。しかしそれにもかかわらず，その宇野港を中
心とした児島郡からの県外への移出および児島郡への県外からの移入の価額
が岡山県の県外移出入価額の三分の一一以上を占め続けていたことと，児島
郡・岡山市・都窪郡・浅口郡・和気郡の主要産業地域の五つの郡市の合計は
1937年を除いて岡山県全体のおおよそ八割という大きな比率を占めていたこ
とは確認してよいであろう。
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表4　県外移出入品種別価額の比率
品　種　名 1925年ﾚ　出
1925年
ﾚ　入
1930年
ﾚ　出
1930年
ﾚ　入
1935年
ﾚ　出
1935年
ﾚ　入
1937年
ﾚ　出
1937年
ﾚ　入
穀物及果実，野菜類
､ち　　米
14．2
P0．1
12．2
U．4
10．4
U．0
7．3
Q．3
10．6
U．6
5．1
P．9
11．8
U．6
4．8
Q．2
水　　　産　　　物 3．6 4．6 3』 7．3 3．6 5．6 3．6 5．9
飲　　　食　　　物 6．7 6．8 6．0 4．2 5．1 4．6 5．5 4．8
織物及同製品
､ち綿布及同製品
10．2
W．8
9．7
V．3
9．8
W．9
6．1
R．4
15．2
P3．9
7．0
S．2
22．6
Q0．4
7．8
S．8
糸　類　及　綿　類
､ち　生　　糸
@　綿　　糸
@　　繭
@　繰　　綿
25．8
U．1
P4．5
S．5
O．3
25．6
O．2
S．5
U．6
P3．0
16．9
U．4
V．2
k2
O．1
15．2
O．0
T．4
Q．6
U．5
16．0
R．5
P0．7
O．7
O．2
26．9
O．0
T．5
R．0
P1．6
17．4
R．8
P0．5
O．1
O．1
23．4
O．0
S．0
O．4
Q．5
金属及金属製品
､ち　　鐡
@金属製器具機械
8．0
O．1
S．9
8．7
P．0
R．6
3．2
O．1
Q．5
5．3
O．8
R．5
4．0
O．7
Q．7
9．4
O．8
T．3
3．3
O．8
k5
13．3
S．2
S．1
編　物　及　原　料 6．2 0．1 6．4 0．1 3．9 0．1 4．2 0．1
油　類　及　燃　料
､ち　石　　炭
1．6
O．0
4．9
R．2
1．3
O．1
7．8
S．9
1．1
O．1
7．2
T．0
1．1
O．1
9．6
U．2
肥　　　　　　料
､ち人造肥料
1．9
k4
5．0
?D6
3ユ
Q．2
8．0
R．2
2．9
Q．3
6．9
Q．6
3．5
Q．9
8．1
S．0
家　畜　及　家　禽 3．7 4．6 1．5 0．6 L7 0．5 2．0 0．5
そ　の　他　雑　品
､ち　煉　　瓦
18ユ
O．9
17．8
O．1
38．5
Q．5
38．1
O．1
35．9
R．1
26．7
O．1
25．1
U．1
21．7
O．2
注）　総額　・100％。
出所）　各年次の『岡山県統計年報』。
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表5　主要郡市別県外移出入価額の推移
1925（大正14）年 1930（昭和5）年 ！935（昭和10）年 　　　　　rP937（昭和12）年
無市名 移　　出 移　　入 移　　出 移　　入 移　　出 移　　入 移　　出 移　　入
岡山県
ｧ内比率
237β83，545
@100．0
199，073，342
@100．0
175β46，308
@100．0
169，529，923
@10G．0
6，545，615
@100，0
255，726，217
@100．0
254，707，974
@100．0
271，138，359
@100．0
児島郡
ｧ内比率
83，472，533
@35．2
92，633，325
@46．5
63，362，032
@36．1
66，677，372
@39。3
80，393，354
@34．0
94，436，896
@36．9
36，806，941
@14．5
50，749，059
@18．7
岡山市
ｧ内比率
43，783，745
@18．4
2，539，568
@26．4
32，769，671
@18．7
44，966，691
@26．5
38，634，809
@16．3
61，564，121
@24．1
48，094，902
@18．9
74，677，018
@27．5
都窪郡
i倉敷市含）
ｧ内比率
24，583，665
@10．4
15，439，982
@7．8
15．107β41
@8．6
6，147，366
@3．6
20，572，589
@8．7
19，011，380
@7．4
2L321，461
@8．4
23，218，408
@8．6
浅口郡
ｧ内比率
24，365，016
@10．3
15，742，551
@7．9
20，486，783
@11．7
19，797，212
@11．7
6，189，358
@1L1
29．863β86
@1L7
35，785，798
@14．0
39，419，622
@14．5
和気郡
ｧ内比率
18，403，445
@7．8
5，368，490
@2．7
10，195，399
@5．8
3，576，772
@2．1
17，753，131
@7．5
5，755，837
@2．3
27，492，727
@10．8
15，929，234
@「@5．9
注）　各郡市内の駅・港の移出入価額の合計による。ただし，岡山市には御津郡の福島港を含めた。単位は円，％。1940年は不
　　明で1937年を記した。1937年の児島郡の激減は宇野港での貨車航送によるものが不明により除かれているため。
出所）　各年次のr岡山県統計年報』。
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　児島郡の移出入価額の比率が岡山県全体の三分目一以上を占めていたとい
うことは，児島郡の産業による生産高価額やその中の鉱工業の生産価額が岡
山県の最も大きな部分を占めていたことに起因していることは確かである
が，移出入価額がその2倍とかそれを15％も上回る比率をしめていたことは
それだけでなく，宇野港を中心とする海路輸送の活発さに注目しなければな
らない。岡山市の移出入価額の比率は岡山市の産業による生産総価額の県内
比率をかなり上回っている（特に移入では）ものの，鉱工業の生産価額の県
内比率と比較すると特に目立つほど上回っていたとはいえなかった。このこ
とは鉄道輸送面では要の位置にあった岡山駅の移出入価額がむしろ減少気味
であったことによっていた。浅口郡の移出入価額の比率は玉島港の増加によ
り生産総価額や鉱工業の生産価額の県内比率よりはむしろ大きめであった
が，都窪郡の移出入価額の比率は逆に生産総価額や鉱工業の生産価額の県内
比率より小さめであり，浅口郡の移出入価額を下回っていた。和気郡の移入
価額の比率は生産総価額や鉱工業の生産価額の県内比率を下回るような状態
であったが，移出価額の比率は逆に早くからそれらを上回る状態になってい
た。
　表3・表4・表5としてまとめた商品生産物の県外移出入価額の推移にお
いては，最も必要とされる主要郡市別（ないし主要な駅・港毎）の商品種類
別の明細が欠落しているため厳密さに欠けているとはいえ，主要郡市の工業
を中心とした地域産業活動の展開におおむね対応するような結果になってい
るといっておいてさしつかえないであろう。
4　産業（大分類）別有業者数の構成と変化
　この時期における主要郡市別の人口構成の特徴と変化を示すものとして，
内閣統計局あるいは総理府統計局の資料に基づいて1930年の国勢調査による
　　　　　　ミ産業（大分類）別の人口構成を表6に，1940年の国勢調査による産業（大分
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類）別の有業老数（銃後人口）を表7にまとめ，r岡山県統計年報』による
1925年から1940年までの国勢調査人口と本籍人口との推移を表8にまとめ
た。ここではこの表6・表7・表8に基づいて児島郡・岡山市・都窪郡・浅
口郡・和気郡のこの時期における有業者数を中心とした人口構成の特徴と変
化のおおよその傾向を明らかにしてみよう。
　まず，表6で1930年（昭和5）の産業（大分類）別の人口構成の特徴を見
ておこう。岡山県全体では人口の半分足らずの47．8％が有業者となっている
が，それは男女で大きく異なり，男子は人口の6割が有業者であるが女子は
三分の一程度が有業者となっているにすぎなかった。こうした傾向は五つの
主要郡市のどこでも見られたが，男子の有業者の比率が岡山県全体よりほん
の僅か高めでどこもそれほど違わなかったのに対し，女子の有業者の比率は
岡山市では県全体よりも10％あまりも下回り，児島郡・都窪郡・和気郡も
3～5％下回っていた。また児島郡の男女，岡山市の男女，都窪郡の男女，
浅口郡の女子，和気郡の男子の場合には，有業者の中で占める産業別比率を
対応する部分の岡山県全体の男子あるいは女子の比率と比較して見ると，あ
きらかに農業従事者では低く工業従事者では高いという傾向が見られた。
　主要郡市別に見た有業者の産業別構成の特徴としては，児島郡では岡山市
ほど顕著ではないにしても男女とも農業従事者の比率がかなり低かったこと
と，男子の水産業従事者が和気郡とともに高かったことであった。岡山市の
有業者の産業別構成の特徴は，男女とも農業従事老の比率が著しく低かった
ことと，商業従事者の比率が男女とも他の産業従事者のいずれよりもまた他
の郡の商業従事者よりも高かったこと，男子の交通業従事者の比率が和気郡
とともに高かったこと，公務自由業従事者の比率が男女とも他の郡より目
立って高かったこと，そして女子の家事業従事老の比率が他の郡と比較して
著しく高かったことなどであった。都窪郡の特徴としては，工業従事者の比
率で男子がそれほど高くなかったのに対し女子は他の郡市のどこよりも高
かったため，男女間で10数パーセントという大きな差があったことであっ
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表6　主要郡市別産業
1－　9 1 2 3 4
郡市名 有業訳
〟@　計 農　　業 比率 水産業 比率 鉢叩 比率 工　　業 比率
?
384，282 205，74953．5 7，5072．0 3β12 0．9 72，72818．9
岡山県　女 228，908152，42166．6 351 0．2 210 0．1 35，13515．3
?
613，190358，17058．4 7，8581．3 3，5220．6 107，86317．6
?
34，88612，09234．7 2，5937．4 89 0．3 1L78233．8
児島郡　女 18，459 8，352452 13弓 G．7 ｝ 一 6，34634．4?
53，34520，44438．3 2，7275．1 89 0．2 18，12834』
?
42，078 1，7954．3 22 0．1 149 0．4 14，63934．8
岡山市　女 16，229 839 5．2 3 0．0 6 0．0 4，99130．8
?
58，307 2，6344．5 25 0．0 ！55 0．3 19，63033．7
?
27，528 12，59045．7 194 0．7 50 0．2 7，07925．7
都窪郡　女 15，316 6，20840．5 一 一 一 一 5，96939．0（倉敷市含）
計 42，84418，79843．9 194 0．5 50 0．1 13，04830．5
?
28，98516，40056．6 912 3．1 68 0．2 5，47818．9
浅口郡　女 17，819 10，96861．6 1 0．0 一 一 4，29224．1?
46，80427β6858．5 913 2．0 68 0．1 9，77020．9
?
14，254 6，47945．5 924 6．5 507 3．6 3，09321．7
和気郡　女 6，881 5，01372．9 23 0．3 67 1．0 540 7．8
?
21，13511，49254．4 947 4．5 5742．7 3，63317．2
注）　各産業別人口の比率は有業者合計に対するもの。無業者の比率は有業者合計と
出所）　　r昭和5年　国勢調査報告　第4巻　府縣編　岡山縣』（内閣統計局）。
た。浅口郡の特徴は，主要産業地域としては珍しく男子の農業従事老の比率
が岡山県全体の場合よりも高くなっていたことであった。最後に和気郡の有
業老の産業別構成の特徴としては，男子では水産業・鉱業・交通業の従事者
の比率がかなり他の郡市よりも高く，女子では農業従事者の比率が特に高く
逆に工業従事者の比率が特に低かったことであった。
　昭和恐慌という特殊な状態の中であったにもかかわらず，このように1930
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（大分類）別人口構成〔1930年〕
5 6 7 8 9
商　業 比率 交通業 比率 公務自 比率 家　事 比率
その
ｼの 比率 無　　業
人口全体
ﾌ中での由業 産業 比率
52，44713．614，2313．7 26，9347．0 1，0040．3 370 0．1 253，68339．8
26，99511．8 560 0．2 7，7003．4 5，4942．4 42 0．0 417，08964．6
79，44213．0 14，7912．4 34，6345．6 6，4981．1 412 0．1 670，77252．2
4，385！2．6 2，0575．9 1，6994．9 137 0．4 52 0．1 21，21537．8
2，54413．8 121 0．7 491 2．7 468 2．5 3 0．0 38，73467．7
6，92913．0 2，1784．1 2，1904．1 605 1．1 55 0．1 59，94952．9
15，16036．0 3，1857．6 6，74616．0 207 0．5 175 0．4 27，21239．3
5，93036．5 169 1．0 2，44715．1 1，83611．3 8 0．0 53，70376．8
21，09036．2 3，3545．8 9，19315．8 2，0433．5 183 0．3 80，91558．1
4，953！8．0 906 3．3 1，6055．8 104 0．4 47 0．2 17，09538．3
2，08213．6 11 0．1 577 3．8 464 3．0 4 0．0 32，02167．6
7，03516．4 917 2．1 2，1825．1 568 1．3 51 0．1 49，11653．4
3，58712．4 854 2．9 1，6065．5 66 0．2 14 0．0 19，197 39．8
L7089．6 36 0．2 537 3．0 277 1．6 一 一 32，31264．5
5，2951L3 890 1．9 2，1434．6 343 0．7 14 0．0 51，50952．4
1，4029．8 1，0297．2 793 5．6 23 0．2 4 0．0 9，024 38．8
89613．0 23 0．3 197 2．9 122 1．8 一 一 16，199 70．2
2，29810．9 1，0525．0 990 4．7 145 0．7 4 0．0 25，22354．4
合算した人口全体に対するもの。
年の産業別人口構成の特徴は，岡山県の主要な産業地域の産業別の生産価額
の構成ならびに主要工業製品の生産価額順位で見たような状態を，かなり明
確に反映したものとなっていたことがよくわかった。例えば，和気郡では表
2でも明らかなように他の主要な産業地域の郡市とは著しく異なり，紡績綿
糸・織物・足袋・洋服類のような女子労働者を主体とする繊維関連工業製品
も畳表・花むしろござといったいぐさ関係の農産加工的製品も上位にはまつ
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表7　主要郡市別産業（大分類）別
郡市名 総　　数 農　　業 水産業 鉱　　業 工　　業比率 比率 比率 比率
?
354β46175，76449．6 5，2581．5 4，4691．3 78，26822．1
岡山県　女 278，206 182，41265．6 350 0．1． 5020．2 44，98916．2
計 632，552 358，17656．6 5，6080．9 4，9710．8 ・123，25719．5
?
39，33010，3326．3 1，8394．7 88 0．2 18，76547．7
児島郡　女 25，80310，37740．2 66 0．3 2 0．0 10，6764L4
（玉野市含）
計 65，133 20，7G931．8 1，9052．9 go G．1 29，44145．2
?
41，278 2，8947．0 48 0．1 120 0．3 14，73835．7
岡山市　女 25，133 2，53210．1 0 0 5 0．0 8，15532．4
計 66，411 5，4268．2 48 0．1 125 0．2 22，8934．5
?
26，31711，72244．5 120 0．5 212 0．8 6，53324．8
都窪郡　女 21，66810，33747．7 2 0．0 21 0．1 6，91631．9
（倉敷市含）
計 47，985 22，05946．0 122 0．3 2330．5 13，44928．0
?
26β94 13，70250．9 782 2．9 76 0．3 6，256233
浅口郡　女 21，82414，01364．2 16 0．1 5 0．0 4，82622ユ
?
48，71827，7156．9 798 1．6 81 0．2 11，0822．7
?
15，677 4，93831．5 607 3．9 6093．9 6，07038．7
層和気郡　女 8，543 5，54764．9 14 0．2 146 1．7 1，18513．9
?
24，22010，48543．3 621 2．6 755 3．1 7，25530．0
注）　各産業別人口の比率（％）は有業者総数に対するものである。
出所）　　r昭和15年　国勢調査報告　第2巻　産業・事業上の地位』（総理府統計局，昭
たく登場せず，もっぱら煉瓦（耐火煉瓦）という男子労働者主力の工業製品
が発達していったのであった。
　次に表7に基づいて1940年（昭和15）における産業（大分類）別の有業者
数の構成の特徴を見ておくが，その際には1930年と比較してこの期間におけ
る変化の傾向についても検討しておこう。
　主要郡市に共通して見られる傾向としては，有業者の中で占める産業別比
率で対応する岡山県全体の男子あるいは女子の比率と比較して，あきらかに
一68一
戦前昭和期の岡山県の地域産業編成　　69
有業者数（銃後人口）〔1940年〕
そ　の　他
商　　業 交通業 公務自由業 家事業比率 比率 比率 比率 の　産　業 比率
43，90012．4 19，0565．4 25，7447．3 436 0．1 1，4510．4
30，98011．1 2，3720．9 11，4284．1 4，7561．7 417 0．1
74，880U．8 21，4283．4 37，1725．9 5，1920．8 1，8680．3
3，96810．1 2，2955．8 1，8754．8 46 0．1 122 0．3
3，04711．8 268 1．0 865 3．4 479 1．9 23 0．1
7，01510．8 2，5633．9 2，7404．2 525 0．8 145 0．2
13，5732．9 3，8769．4 5，63913．7 95 0．2 295 0．7
8，88035．3 578 2．3 3，11512．4 1，8057．2 63 0．3
22，4533．8 4，4546．7 8，75413．2 1，9002．9 358 0．5
4，30716．4 1，2694．8 1，8997．2 50 0．2 205 0．8
2，69212．4 171 0．8 1，1205．2 361 1．7 48 0．2
6，99914．6 1，4403．0 3，0196．3 411 0．9 253 0．5
3，01911．2 1，2354．6 1，7036．3 36 0．1 85 0．3
L8248．4 134 0．6 711 3．3 266 1．2 29 0．1
4β43 9．9 1，3692．8 2，4145．0 302 0．6 114 0．2
1，1857．6 L4689．4 750 4．8 15 0．1 35 0．2
1，00111．7 143 1．7 340 4．0 160 1．9 7 0．1
2，1869．0 1，6116．7 1，0904．5 175 0．7 42 0．2
和37年）。
農業従事者では低く工業従事者では高いことであったが，これは児島郡の男
女，岡山市の男女，都窪郡の男女，浅口郡の女子，和気郡の男子で該当し，
1930年の場合とまったく同様であった。
　主要郡市別の有業者の産業別構成の特徴としては，児島郡ではやはり岡山
市ほど顕著ではなかったものの男女とも農業従事者の比率がかなり低くそれ
は1930年の場合よりもより明確になっていることと，男子の水産業従事者が
和気郡とともに高かったこと，工業従事者の比率が1930年よりいっそう高く
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なり，岡山市よりも男女とも10％程度も高く主要郡市の中で最：も高い状態を
示したことである。岡山市の有業者の産業別構成の特徴は，1931年の宇野
村・平井村・福浜村の合併の影響か農業従事者の占める比率が1930年より高
まっているものの依然として著しく低かったことと，工業従事者の占める比
率は児島郡に追い越されたとはいえ1930年よりわずかに高まっていたこと，
その工業従事者にわずかに追い越されたとはいえ商業従事者の占めていた比
率は1930年と同様他の郡と比較して圧倒的に高かったこと，交通業従事者の
男子の比率がやはり和気郡と同様高かったこと，公務自由業の従事老の比率
が男女とも1930年よりは少し下がったものの依然として他の郡より目立って
高かったこと，そして女子の家事業従事者の比率がやはり1930年よりかなり
下がったものの他の郡より著しく高かったことなどであった。都窪郡の有業
老の産業別構成の特徴は工業従事者が占めている比率で男子よりも女子の方
が高いということであり，それはなお維持されていたが，女子の比率が7％
も低下したため男女の比率の差はユ930年の13．3％から6．1％に縮小した。浅
口郡の有業者の産業別構成の特徴は主要産業地域としては珍しく男子の農業
従事者の占めている比率が岡山県全体の場合よりも高いことであったが，そ
れは変わりなく継続していた。最後に，和気郡の有業者の産業別構成の特徴
としては男子での水産業・鉱業・交通業の従事者の占めている比率がかなり
他の郡市よりも高いことであり，それは継続されていたが，1930年の場合と
比較すると男子の工業従事者の占めている比率が17％も高くなって児島郡に
つぐ高さになったことと，女子の工業従事者の占めている比率も6％高く
なってその反面で農業従事者の占めている比率が8％低くなったことが目
立った変化といえることであった。
　このように1940年の産業（大分類）別の有業者数構i成の特徴は，基本的に
は1930年の産業（大分類）別人口構成の有業者数の部分の特徴と変わっては
いないといってもさしっかえないようであるが，やはりこの期間における産
業別の生産価額の構成ならびに主要工業製品別の生産価額順位での変化をか
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なり明確に反映して変わっている面も見られる。例えば，和気郡における工
業従事老の占めている比率の大幅な拡大とその反面での農業従事者の占めて
いる比率の大幅な縮小とは，煉瓦を中心とする工業製品の生産価額がこの10
年間に大変急激に増加した反面で農業生産価額は相対的にはかなりゆるやか
にしか増加しなかったこととにぴったりと対応していた。
主要郡市別の人口構成の特徴と変化を検討した最後の部分として，国勢調
査人口と本籍人口との差異に注目して作成した表8に基づいて人口の移動傾
向をうかがってみよう。戦前昭和期の岡山県においては男女とも本籍人口と
比較して現住人口にあたる国勢調査人口が下回っており，男子の方がより大
きいが男女ともしだいにその差が開いていく傾向にあったこと，児島郡・岡
山市・都窪郡では一貫して岡山県全体よりは国勢調査人口の比率が上回る傾
向にあったこと，特に岡山市の男女は本籍人口に対して著しく国勢調査人口
が多かったこと，児島郡と都窪郡の女子の場合にも国勢調査人口が本籍人口
を上回っていた時期があったことなどは注意しておく必要がある。
　五つの主要郡市が岡山県全体の中で占めていた比率を見ておくと，国勢調
査人口の場合では1925年から1940年にかけて37．0％，38．1％，40．6％，41．8
％とゆるやかではあったが確実にその比率を増加させつつあり，本籍人口の
場合でも同様に31．9％，32．9％，34．0％，34．1％と比率を増加させてはいた
が，両者の差異は5．1％，5．2％，6．6％，7．7％としだいに開く傾向にあったの
であった。つまりこの時期の岡山県においては五つの主要産業地域の郡市に
人口がゆるやかではあったが集中していく傾向があり，それは特に現住人口
にあたる国勢調査人口においてより早くはっきりとしていたのであった。そ
ういう意味ではこの表8においてももっとゆっくりとしたテンポではあった
が，戦前昭和期の岡山県における地域産業編成の特徴，つまり五つの県南部
の主要産業地域の二二へ産業生産活動の生産総価額および鉱工業の生産価額
の集中傾向と同じような現象が見られていたといえるのではないか。
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表8　主要郡市別
国　勢　調　査　人　口　（10月1日現在）
年　　次 郡　　市　　名 ?
女
?
同左比率
岡　　　山　　　県 613，619624，8281，238，447100．0
児　　　島　　　郡 52，627 53，903106，530 8．6
岡　　　山　　　市 61，367 63，254 124，52110．1
1925
i大正14）
N 都　　　窪　　　郡 41，864 45，918 87，782 7．1
浅　　　口　　　郡 46，773 49，096 95，8697．7
和　　　気　　　郡 22，081 2L76443，845 3．5
岡　　　山　　　県 637，965 645，9971，283，962100．0
児　　　島　　　郡 56，101 57，193 113，294 8．8
岡　　　山　　　市 69，290 69，932 139，22210．8
1930
i昭和5）
N 都窪郡（倉敷市含） 44，623 47，337 91，9607．2
浅　　　口　　　郡 48，182 50，131 98，313 7．7
和　　　気　　　郡 23，278 23，080 46，3583．6
岡　　　山　　　県 658，773673，8741，332，647100．0
児　　　島　　　郡 60，394 63，540 123，9349．3
岡　　　山　　　市 81，594 84，550 166，14412．5
1935
i昭和10）
N 都窪郡（倉敷市含） 47，715 5L954 99，669 7．5
浅　　　口　　　郡 49，923 52，144 102，067 7．7
和　　　気　　　郡 24，179 23，94948，128 3．6
岡　　　山　　　県 651，197 678，1611，329，358 100．0
児島郡（玉野市含） 66，994 70，41737，411 10．3
岡　　　山　　　市 77，381 86，171 163，55212．3
1940
i昭和15）
N 都窪郡（倉敷市含）． 47，607 52，433 100，040 7．5
浅　　　口　　　郡 48，769 51，864100，633 7．6
和　　　気　　　郡 27，145 26，697 53，8424．1
注）　比率は岡山県全体に対する各郡市の％。1930年の岡山市は『岡山県統計年報』
　　　調査報告』にしたがって訂正した。
出所）　各年次の『岡山県統計年報』。
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国勢調査人口・本籍人口
本　　籍　　人　　口　　（12月末日現在） 本籍人口10Q人に対する国調人口数
?
女
?
同左比率
? ? ?
729，707697，2141，426，921 100．084．1 89．6 86．8
56，791 54，250 U1，041 7．8 92．7 99．4 95．9
39β80 40，938 80，818 5．7 153．9 154．5 154．1
46，497 44，563 91，0606．4 90．0 103．0 96．4
59，042 56，141 115，1838．1 79．2 87．5 83．2
28，414 26，655 55，0693．9 77．7 81．7 79．6
τ60，386 73L236L49L622100．0 83．9 ．88．3 86．1
60，138 57，923 118，061 7．9 93．3 98．7 96．0
48，614 49，133 97，747 6．6 142．5 142．3 142．4
48，799 47，211 96，010 6．4 91．4 100．3 ヒ95．8
61，542 59，046120，588 8．1 78．3 84．9 8L5
29，789 28，268 58，057 3．9 78．1 81．6 79．8
79G，77工 765，8491，556，62010G．0 83．3 88．G 85．6
63，362 62，014 125，3768．1 95．3 102．5 98．8
52，887 53，284 106，1716．8 ！54．3 158．7 156．5
54，798 54，638109，436 7．0 87．1 95．1 91．1
64，552 62，483 127，0358．2 77．3 83．5 80．3
31，267 29，947 61，2143．9 77．3 80．0 78．6
814，612 794，9271，609，539100．P 79．9 85．3 82．6
67，349 65，084132，433 8．2 99．5 108．2 103．8
55，672 56，562 1！2，234 7．0 139．0 152．3 145．7
55，038 54，952 109，990 6．8 86．5 95．4 91．0
66，186 6孕・786 130，972 8．1 73．7 80．1 76．8
32β28 30，970 63，7984．0 82．7 86．2 84．4
では，男74，022入，女74，645人，計148，667人となっていたが，ここでは『昭和5年　国勢
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5　むすびにかえて
　産業別生産総価額の構成，主要工業製品生産価額の順位，商品生産物の県
外移出入価額の品種別の推移とその比率ならびに主要郡市別の小計，産業
（大分類）別の人口構成，国勢調査人口と本籍人口の比較といった作業を
1925年，1930年，1935年，1940年という5年毎のデータでおこなうことに
よって，岡山県の20の郡市の中で1940年の生産総価額と鉱工業の生産価額で
上位5位までを占めていた，児島郡・岡山市・都窪郡・浅口郡・和気郡の五
つの郡市に焦点を絞った戦前昭和期の岡山県の地域産業編成の検討をしてき
たが，ここで最後におおまかな結論らしきものを述べてむすびにかえておき
たい。
　戦前昭和期の岡山県においては，産業別生産総価額の構成でも明らかなよ
うにしだいに農業の生産価額の比率が縮小するとともに鉱工業（特に工業）
の生産価額の比率が増加しつつあり，工業の内部ではなお紡織工業製品が最
上位を占めてはいたが，足袋に代わる新しい裁縫品（縫製品）である洋服類
や重化学工業関連製品などが急速に上位に進出していた。こうした産業構造
の新しい変化の動向は，この時期の岡山県の主要な産業地域となっていた五
つの郡市の産業生産活動にはよりはつきりと顕れており，それとともに岡山
県内部での生産価額，商品生産物の県外移出入価額，人口構成などがこの五
つの郡市にいっそう集中しつつあった。
　本稿での検討はさきの拙稿「戦前昭和期の地域産業構造の変化一岡山県
と岡山市の場合一（1）・（皿）」の続編的な内容を持っているので，併せ
て参照していただくことをお願いしておく。また，これらは神立春樹氏の
「戦前期岡山県の産業構造」（岡山大学産業経営研究会研究報告書第14出所
収）など一連の業績に示唆を受けているが，『産業革命期における地域編成』
（岡山大学経済学研究叢書第4冊）などで展開された氏の本意を充分くんだ
ものとはなっていないことを，おことわりしておきたい。
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